
取扱説明書

取付け作業前に必ずお読みください

■本製品は、以下に表示する車両に適合します。

ビッグローターキット

本書には本製品の機能を十分に発揮するとともに、あなたや他の人々、車両等への危険や損害を未然
に防止するための注意事項を示しています。 
本製品は、ノーマルの車両を基準に開発、設計を行なっています。ノーマルから著しい変更を受けた車
両に関しては本製品の機能及び性能、安全性について保証致しかねます。 
本書に記載されている事項を守らなかった場合、死亡や怪我の人身事故・製品や車両その他の物損事
故には一切の責任を負いかねます。その場合製品や車両その他の物品や作業工賃等の金銭的保証並び
に時間的・精神的損失についても一切負担致しません。予めご了承いただきますようお願いいたしま
す。 
本書では安全に使用していただける様に下記の記号を使用し作業や使用時の危険レベルを表示してい
ます。必ず指示に従っていただきますようお願いいたします。

作業者または使用者が、死亡または重傷を負うまたは重大な物的損傷につなが
る危険が切迫して生ずることがある場合に表示。

この度は本製品をお買い求め頂き誠にありがとうございます。 
本製品の機能を発揮し、かつ安全に使用していただくために本書をお読みください。

■はじめにお読みください

■安全上の注意

作業者または使用者が、傷害を負う危険を想定される場合。 
また本製品が原因で誘発された物的損害の発生が想定される場合に表示。

本製品に関するお問い合せ、紛失、補修部品の購入、オーバーホール等のご依頼はお買い上げの
販売店へお問い合せ下さい。 
製造者　株式会社セクション

警告

注意

車名 型式

トヨタ・ハイエース

ハイエース200系

##H200系
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※OEM車両については弊社では未確認

■本製品の取り付けにあたっては、フロントハブナックルの脱着やハブナックルとハブの
分離など付帯・付随作業が多く要求され、特殊専用工具やプレス、切断切削工具を要求
される作業が発生する場合があります。一般的なハンドツールだけでは作業を完結する
ことが非常に困難な場合が想定されます。充分な知識と技術および作業環境を持った
専門業者に依頼することを強く推奨いたします。



本製品を正しくお取り扱いいただくため、下記の注意事項を厳守して下さい。

■使用される前に

■本製品の装着に際して車載ジャッキやパンタグラフジャッキを使用した車体の持
ち上げや保持は絶対に行わないで下さい。作業中に車両が落下してケガをしたり最
悪の場合死亡する恐れがあります。必ず自動車用リフト、もしくはガレージジャッ
キとリジットラックを使用して下さい。 
■本製品の取付は必ず専門業者に依頼し、自動車メーカー発行の整備要領書や修
理書と本説明書を参照して下さい。 
■本製品に対し切削や指示された部位以外の熔接など加工及び改造は絶対に行わ
ないで下さい。 

■各部のボルト、ナットはメーカー発行の整備要領書などを参照し規定トルクに
従って締付けして下さい。規定トルクに従わない場合ボルト、ナットの破損や部品
の脱落等の原因となります。

■構造上/作業上の注意事項

警告

警告

注意

注意

注意

注意

■日常点検はドライバーの責任です。必ず実施して下さい。 

■本製品取付後は操縦安定性等が変化しています。操作フィーリングに慣れるまで
速度を抑えて走行して下さい。 

■走行中に異音、異臭、振動等異常を感じた場合は、運転を中止し専門業者に症
状を告げ点検、必要であれば修理を依頼して下さい。 
■故障の修理はお客様自身ではなさらず、必ず専門業者に依頼して下さい。 

■使用素材や表面処理などは一定の配慮をして製作しておりますが、融雪剤の散布
や海岸地域などいわゆるシビアコンディション下におきましては錆や異種金属間の
電食により製品の劣化の速度が早まる場合があります。適時メンテナンスをして下
さい。

■維持・管理

注意

注意

本製品を第三者に譲られるときは本取り扱い説明書を一緒にお渡し下さい。

■譲渡の際には

■廃棄する場合は

■廃棄する場合はお買い上げの販売店もしくは専門業者に依頼して下さい。 注意

注意



構成部品 

構成図

ブレーキキャリパー&ディスクローター脱着

ビッグローターキット

■フロントハブナックル及びブレーキ
の構成は左図のとおりです。

フロントハブナックルからブレーキキ
ャリパーとディスクローターを取り外
しブレーキキャリパーのマウントブラ
ケット及びディスクローターを交換し
ます。 

■構成部品は以下の通りです 。

マウントブラケットRh × 1
マウントブラケットLh × 1
ディスクローター × ２

■左上図構成図と左図を参照の上ブレ
ーキキャリパー及びマウントブラケッ
トを取り外します。

ブレーキホースとブレーキキャリパー
は分離する必要はありません。作業中
ブレーキホースに負荷が掛からない様
針金等でブレーキキャリパーを保持し
ておいて下さい。

マウントブラケットからブレーキディ
スクパッドやシム・ガイドプレートを
取り外します。

スライドピンやスライドピンのブーツ
/ブッシュにゴミなどが付着しない様
にして下さい。

マウントブラケットからスライドピン
のブーツを取り外します。ブーツを破
損しないよう注意してください。

　　　　　　　　　



ハブとハブナックル分離

ハブとブレーキローター組み付け　　　　

■左図のボルト4本を取り外してハブ
とハブナックルを分離します。

ハブナックルとハブベアリングの嵌合
がきつい場合は、SSTやプレスを使用
して分離します。

ABSのカウントローターやバックプレ
ートなどを破損させないよう作業して
ください。

ハブとブレーキローター分離 ■左図（上）のハブとブレーキロータ
ーを締結しているボルト6本を外しま
す。

左図（下）のようにローターの凹凸と
ハブベアリングの凹凸を組み合わせな
がら、ローターを傾けながら少し回転
させて分離します。

■ハブのローター取り付け部のサビな
どを取り除き、分離した時の逆の手順
でローターをハブに組み付けます。

トルク：62 N・m(630kgf・cm)

トルク:
62 N・m (630 kgf・cm)



ハブナックルにハブ/ローター取り付け

ハブとブレーキローター組み付け　　　　

■ハブ/ブレーキローター/バックプレ
ートを左図の4本のボルトを使用して
取り付けます。

トルク：88 N・m (897 kgf・cm)

バックプレートとローターの干渉について ■ディスクローターとバックプレート
が干渉します。
左図を参照の上、バックプレートをロ
ーターから離す方向に形状修正してく
ださい。いきなり、一箇所を修正する
と歪みやすくなりますので少しずつ作
業してください。

※ブレーキローターが傷つくような鋭
利な工具の使用は控えてください。

■キットのマウントブラケットにスラ
イドピンのブーツを打ち込みます。
※ソケットレンチ(21mm)およびプラ
スチックハンマーを使用します。
ブーツを破損させないよう注意してく
ださい。

トルク:
88 N・m (897 kgf・cm)



ハブナックルにマウントブラケット取り付け
■ハブナックルにマウントブラケット
を取り付けます。
トルク：123N・m (1254 kgf・cm)

■マウントブラケットにブレーキパッ
ド、シム類を組み付けブレーキキャリ
パーを取り付けます。
トルク：34 N・m (350 kgf・cm）

※ブレーキパッドは新品の使用を強く
推奨。

※シム類やスライドピンにはメーカー
指定の油脂類を正しく使用し適量を塗
布して組み付けをしてください。

■逆の手順でハブナックルを車体に取
り付けます。

トルク:
123 N・m (1254 kgf・cm)

トルク:
34 N・m (350 kgf・cm)


